2018日中韓シンポジウム（CJKシンポジウム）参加報告

　2018年11月30日（土）～12月3日（月）に2018 China-Japan-Korea Symposium on Analytical Chemistry (CJK2018)が行なわれました。CJKは今回で15回目の開催です。今年は中国福建省漳州市の閩南師範大学および漳州佰翔圆山酒店（宿泊したホテル）のホールを会場にして52件の口頭発表と62件のポスター発表が行なわれました。Pengyuan Yang教授（厦門（アモイ）大学，中国）が実行委員長を努め、Shunxing Li教授（閩南師範大学，中国）が共同実行委員長、Jinming Lin教授（清華大学，中国）が名誉実行委員として学会が開催されました。参加者は全体で約180名であり，日本からは内山教授（団長、首都大学東京）をはじめ19名が参加しました。
　11月30日は移動日およびシンポジウム登録日でした。会場の最寄りの空港である厦門高崎国際空港へは成田国際空港から一日一往復の直行便が就航されています。厦門空港からバスに乗り約一時間でホテルに到着し，チェックインと学会登録を行いました。この時期の厦門は気温20℃前後と非常に過ごし易い気候でした。
　12月1日は午前8時に学会が用意したバスに乗ってホテルから閩南師範大学に移動しました。まず集合写真を撮影した後に，開会挨拶と4件の基調講演が行なわれました。その後，バスで再びホテルに戻り，午後からはホテルの二つの会議室で分析化学に関する最新の研究成果の講演およびポスター発表が行なわれました。夜は島津（中国）による宴会が行なわれ，大いに盛り上がりました。12月2日も引き続きホテル内の二つの会場で講演が行なわれました。発表後にはポスター賞の表彰が行なわれ，日本から参加した学生も受賞に至りました。最新の研究成果発表と活発と交流により，非常に実り有るシンポジウムでした。
　本交流会は当初，日本に留学していた学生が中国に帰国後の研究成果を紹介すると共に，次の世代の交流を図るものであったと聞いています。現在はその当初の交流目的を継承しつつ、国際的に活躍する研究者がお互いに研究を紹介して，知的交流を深める学会と深化を遂げているようです。最後に、CJK2018をサポートしていただきました島津（中国）に厚くお礼申しあげます。

　次回は韓国での開催が予定されています。開催時期や開催場所は未定ですが、決まり次第紹介いたしますので是非ともご予定ください。
（山梨大学　植田 郁生）
